
と
務
字
同
意
と
巾
似
た
る
べ
き
と
帯
候
。
も
し
左
桜
に
候
へ
ば
誠
に

以

τを
か
し
き
事
陀
存
候
。
文
台
鍛
絡
に
後
漢
光
武
の
天
下
を
取
被

巾
候
都
、
少
も
庇
無
之
、
四
朗
武
よ
り
共
徳
ま
さ
り
候
由
申
也
候
。
共

故
其
門
流
の
者
共
、
湯
武
主
築
時
間
陀
比
し
申
候
。
言
肌
川
越
断
の
郡
一
陀

て
候
。
只
今
台
地
陀

τも
跡
部
海
品
別
と
申
す
大
4

骨
組
の
隠
居
の
入
、

ー可
間
小
説
容
廿
五

は
、
定
例
の
刺
に
ふ
ま
へ
申
は
同
音
に
候
問
、
少
は
き
と
え
可
申
候
。

W
闘
を
朱
予
の
名
に
叙
り
巾
都
は
、
別
て
不
呼
応
存
候
。
米
子
の
名
は

惑
に
て
火
陀
従
ひ
、
火
の
も
え
出
る
所
の
い
ま
だ
晦
吉
詰
に
て
、
共

故
字
を
元
防
と
巾
候
。
吋
前
字
を
茶
宇
佐
欽
り
巾
候
は
、
定
て
止
の
菩

手
然
之
候
て
、京
都
へ
参
候
由
頃
日
物
需
巾
候
。
史
て
成
同
氏
の
本
陀

て
可
有
之
と
有
候
。
草
木
考
過
半
仰
お
し
候
由
、
少
も
念
堂
不
巾
問
、

来
年
中
に
も
御
透
に
仰
う
つ
し
候
て
可
給
候
。
大
津
忠
左
衛
門
事
、

御
所
存
の
通
り
致
得
心
候
由
一
段
陀
有
候
。
山
附
籾
お
術
門
の
籾
字

越
候
通
致
承
知
候
。
常
地
陀
都
筑
随
胞
と
申
町
野
有
之
候
。
新
井
筑

後
守
へ
心
安
参
候
民
付
、
我
等
方
へ
も
先
年
よ
り
急
援
て
、
家
人
の

病
気
の
時
分
療
治
相
制
申
候
。
此
者
首
相
骨
京
見
物
陀
参
候
筒
、
越
前
稲

升
故
郷
陀
候
故
、
川
市
川
夏
罷
腕
候
時
分
踊
升
へ
寄
申
所
広
、
賀
州
よ
り

桝
本
参
候
。
共
内
陀
温
公
通
鑑
有
之
代
金
十
耐
と
申
候
。
稲
引
内
陀
取

一
幅
丹
背
謹
畠
山
民
間
↓
控
成
山
砂
川
神
的
世
相
闘
。
畑
柵
山荒
川
佐
清
s
必
近
↓
怒
筑

浮
沈
乍
a
有
無
↓
泡
ν
露
出
直
花
刻
一
抜
。
合
レ
州
翠
此
川
柳
五
株
。
耐
附
袈
時
成

供
草
紙
鍛
↓
床
顕
自
有
一
-
一
一怖い件砲事。

山
林
尚
桜
木
絶
ν
倫
・
術
字
山
剛
保
倣
容
v

膝
d

扉
ν

迩
申
中
間
昌
世
間
事
↓
消
v

菱
地
ν
助
一
地
中
物
。
稚
子
定
侠
侃
相
貌
-

凶

b
七

し
、
先
は
良
知
を
と
宮
、
朱
子
の
臨

-E緋
り
巾
候
。
此
徒
も
数
多
有
之

候
。
不
ν
入
事
な
が
ら
、
銃
に
任
せ
巾
候
。
わ
け
見
え
巾
ま
じ

t
候
。

L
二。

ドレ
り
，
t
-
十
月
二
十
四
日

出

車

新

助

一
、
中
凶
玄
荘
、
淵
明
的
去
来
悶
陀
姐
す
。

骨
折
右
衛
門
紳
道
主
体
授
い
た
し
、
共
弟
干
削
ポ
の
中
に
も
有
之
候
。

儒
者
民
て
専
ら
糾
辺
を
ひ
ろ
め
巾
候
。
共
外
伊
勢
の
榊
道
な
ど
L
蹴

し
、
日
本
橋
建
陀
公
俄
へ
願
候
て
、
地
主
判
制
巾
し
純
金
主
立
候

て、

引
制
山
首
の
総
務
主
致
し
、
僧
侶
北
ハ
陀
大
勢
承
巾
候
由
民
候
。
儒
伽

共
に
モ
し
り
巾
す
内
、
別
け
て
仰
を
そ
し
り

川
家
主
散
々
に
申
候

由
。
然
る
に
出
家
も
大
勢
参
巾
由
陀
候
。

山
家
は
柔
和
に
て
、
我
な

き
者
と
仔
候
得
共
、
締
備
な
ど
の
中
に
は
勇
猛
の
徒
有
之
候
問
、
争

陀
及
可
巾
と
存
候
。
表
世
と
申
し
な
が
ら
色
々
の
別
法
と
も
鈴
起
い

た
し
岐
敷
引
廿
候
。
モ
の
外
三
輸
相
“
械
と
巾
者
、
主
防
明
が
離
を
い
た
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